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4月 25 日付の『ふろタン通信』38号は、2月 1 日のミャンマー軍事クーデターに始ま

り、4 月 24 日に開催された ASEAN 首脳会議までミャンマー情勢一色の通信になりまし

たが、本号はその続編です。ミャンマーの支援活動について一緒に考えましょう！ 

 

◆５月１８日 「ミャンマーの平和を願う写真展」 ビルマ応援の会  

ミャンマーの平和を願う写真展が 5月 18

日～21日鎌倉のカトリック雪ノ下教会で開催

されました。主催するビルマ応援の会は 2007

年 11月 6日発足、今迄幾つかのまちで開催さ

れてきたアウンサンスーチーさんと家族の写真

展です。ビルマ応援の会代表の宮下夏生さんは

英国留学中の 1980年ごろスーチーさんと出

会い現在まで親交を続けている方です。ビルマ

応援の会ホームページには政治的活動でなくス

ーチー女史を支援する会と書いていますが、5

月 3日の投稿欄には代表自らがミャンマー軍人に

対する抗議のメッセージを載せています。    

 初日の５月 18日のオープニング時間に会場

を訪れた時、一人で受付の席に座っておられた

宮下夏生さんに初めてお会いしてご挨拶し、言

葉を交わしながら「ふろタンインタビュー」へ

のご登場もお願いしてきました。期待してお待

ちしましょう。 

◆５月２５日 「ふろタン年表 2021」 初版発行 
 

2014 年 6 月 16 日設立のふろんてぃあタウン工房が、その「精神」を伝える

バイブルにしようとした本「ニュータウン転生レポート・フロンティアまちづくり読本」

（1200 円）は、ＮＰＯ法人になる前の２月に設立準備室からの発行で、その時から

ふろタン工房の出版事業がスタートしました。 

2 冊目が 2016 年 11 月に「地図のカタチをした物語本です」と言って出版し

た「ストーリーマップー語りかける地図―御嶽山とビクトリア山」（1500 円）、英訳版との

セット販売になっています。この２冊 

の本は、ふろタン工房のホームペー 

ジの出版コーナーに掲載し広報セン 

ターのサンネットが通信販売、飯田 

橋セントラルプラザ 10Fの東京ボ 

ランティア市民活動センターの売店 

などにも置いていましたが、売れ残 

り在庫が沢山あって出版事業はしば 

らくお休みにしていました 

世の中コロナ禍の自粛ムードが続 

いて NPO団体の活動も滞りがちで 

すが、そんな中でふろタン工房は元 

気に出版事業ではない新たな出版活動 

に取り組むことにしました。 

3冊目の本「ふろタン年表 2021」 

（1100 円）は 1973 年 3 月 16 日の日本住宅公団ワンダーフォーゲル同好会の誕

生からスタートし 1993 年からの海外遠征登山も紹介、2013 年 3 月のミャンマ

ービクトリア山登山を経て、2014 年 6 月の NPO 法人ふろんてぃあタウン工房

設立に向けた取り組み、その後の活動記録や新型コロナ緊急事態宣言下で発信され

たふろタン通信なども年表にして掲載、最後のページは 2 月 1 日のミャンマー軍

事クーデターで終わっています。 

今回出版を決めた「ふろタン年表 2021」の販売収入は、民主化市民運動を支援する

資金として、すべてミャンマーに届けます。 

会員・サポーターの皆さんのご支援どうぞよろしくお願いいたします！ 

                    

◆６月５日 ミンガラバー・ユネスコクラブ    「ミャンマーは今、私たちにできること」 
 

ミンガラバー・ユネスコクラブから届けら 

れたチラシメールには「軍によるクーデター 

以降 4ヶ月近く経過し、今ミャンマーはど 

のような状況に置かれているのでしょうか。 

日本国民として出来ることを考えていく会 

を企画しました」と書かれていました。 

14時開始で会場の高円寺カフェぽれやぁれ 

に伺いました。安彦さんの開会の挨拶で、お話する方としてチラシに載っていたミ

ャンマー民主化議員連盟事務局長の石橋みちひろさんの都合がつかなくなり、国軍

の拘束から解放され5月4日に帰国したばかりのジャーナリスト北角裕樹さんに急遽登

場いただくことになったことが伝えられました。シャン州出身のミャンマー料理店

「ゴールデンバガン」店主モモさんとお二人のお話を伺う会になりました。チラシには

定員15名と書いてありましたが会場は「密」な満席状態、オンライン会議方式なの

で自宅から参加の方たちもいて活発な意見交換が続きました。総合司会の林さんも

ナカナカ終了を告げにくいよう盛況でした。詳細は後日「みんがらニュース」で！ 


